




重症型血友病では幼児期より出血を反復し、特に関節出血は学童期になると同一部位にく

りかえしておこる傾向大で、そのため運動障害、変形をきたし学校も欠席しがちとなり、

出血のないときも正常の学校生活をおくることが困難なことが少なくない。これらの症例

に対して、その出血の頻度を軽減し、より正常に近い生活をおくらせることを目的として、

定期的に濃縮剤の輸注療法を試みた。 


